
資料５－２

１．子どもの貧困対策の充実（ひとり親家庭の自立支援の推進を含む）

担当

¶計画と実績
参考
R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値
(進学率)

― 96.6 96.9 97.2 97.5 97.9

実績値
(進学率)

― 99.1 99.1

増減 ― 2.5 2.2 △ 97.2 △ 97.5 △ 97.9

計画 ― 2 2 2 3 3

実績 ― 2 2

増減 ― 0 0 △ 2 △ 3 △ 3

計画値 ― ― ― ― 1.8 1.6

実績値 ― ― ― ―

増減 ― ― ― ― △ 1.8 △ 1.6

計画 ― 52.6 52.0 51.4 50.8 50.0

実績 ― 60.6 58.7

増減 ― 8.0 6.7 △ 51.4 △ 50.8 △ 50.0

子ども家庭・若者課

子どもの貧困対策として、
・子どもの現在および将来がその生まれ育った環境に左右されることのないよう、将来の夢や目標の実現に向かって
自分の能力・可能性を伸ばすことができるように、教育機関や保育施設・地域・市民活動団体・行政等が積極的に連
携し、貧困の連鎖を断ち切るための多面的な支援を行います。
・困難な状況に陥りやすいひとり親家庭について、自立のための支援を推進します。
・困難を抱えている可能性のある子どもや家庭に早期に気づくため、各種事業の実施を通して、地域での見守りや専
門機関につながる効果的な支援体制づくりを推進します。

（単位：①、③、④％　②箇所）

区分
計画期間

①ひとり親家庭
の子どもの進学
率（中学校卒業
後）の向上

②子どもの居場
所の箇所数

③子育てに関
して悩みを一
人で抱えてい
る人の割合

④ひとり親家庭
の暮らし向きの
向上

③は子ども・子育て支援計画策定時に5年ごとに実施するニーズ調査の結果から把握します。

④は毎年8月に実施する児童扶養手当の現況届出時にアンケートを行い把握します。

R3年度の
計画進捗の状況等

①・④母子・父子自立支援員による相談対応や貸付、個々の状況に応じた支援の案内を行
い、必要な人に必要な支援を行った。

②ひとり親家庭や経済的困窮家庭等の中学生を対象に、生活習慣の習得支援、学習支援、食の提
供を行う「子どもの居場所」を２か所実施し、子どもとその家庭の生活の安定を図った。
また、対象となる可能性のある家庭などに対し、市や学校等を通じて当該事業の案内を行い、利用
しやすい環境を整えた。

③支援を必要とする子どもやその家庭に適切な支援が届くよう、庁内関係課だけでなく、小
中学校や民生児童委員、ひとり親家庭福祉推進員等を対象とした「子どもの貧困と支援の
あり方」にかかる研修会を実施した。

1



資料５－２

２．児童虐待防止対策の充実

①児童虐待防止に関する啓発の推進

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

14 15 15 15 15 15

13 14 13

△ 1 △ 1 △ 2 △ 15 △ 15 △ 15

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

652 771 816 864 915 969

512 282 226

△ 140 △ 489 △ 590 △ 864 △ 915 △ 969

家庭児童相談室

街頭啓発・パンフレットの配布・研修会の開催などを行います。

（単位：事業）

実績値

増減

R3年度の
計画進捗の状況等

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、児童福祉月間、児童虐待防止推進月間におけ
る街頭啓発は中止した。

家庭児童相談室

区分
計画期間

計画値

②養育支援ヘルパー延べ利用者数（地域子ども・子育て支援事業の確保方策の再掲）

増減

R3年度の
計画進捗の状況等

養育支援ヘルパー派遣事業については、転出によるものや、他制度を調整できたケースが
あり、実績値が計画値を下回った。

重点施策「地域子ども・子育て支援事業」⑨養育支援事業・要保護児童等に対する支援に資する事業を再掲

（単位：人日）

区分
計画期間

計画値

実績値
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担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

184 175 184 194 204 215

191 121 154

7 △ 54 △ 30 △ 194 △ 204 △ 215

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

653 1,149 1,249 1,349 1,449 1,549

1,149 1,396 1,420

496 247 171 △ 1,349 △ 1,449 △ 1,549

家庭児童相談室

重点施策「地域子ども・子育て支援事業」⑦子育て短期支援事業（ショートステイ・トワイライトステイ）を再掲

（単位：人日）

家庭児童相談室

重点施策「地域子ども・子育て支援事業」⑨養育支援事業・要保護児童等に対する支援に資する事業を再掲

（単位：件）

区分
計画期間

計画値

区分
計画期間

計画値

実績値

増減

R3年度の
計画進捗の状況等

継続利用者の減少等により、実績値が計画値を下回った。
なお、前年度と比べるとトワイライトステイの利用が増加し、前年度の実績値を上回った。

実績値

増減

R3年度の
計画進捗の状況等 虐待相談対応件数について年々増加傾向にあるため、計画値を上回った。

④児童虐待相談対応件数（地域子ども・子育て支援事業の確保方策の再掲）

③子育て短期支援事業延べ利用日数（地域子ども・子育て支援事業の確保方策の再掲）
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３．障害のある子どもへの支援の充実

①児童発達支援

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 642 642 1,154 1,374 1,588
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

実績値 716 698 840 ― ― ―

増減 74 56 △ 314 ― ― ―

計画値 68 69 189 225 260

実績値 117 118 163

増減 49 49 △ 26 ― ― ―

②医療型児童発達支援

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 34 34 25 25 30
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

実績値 21 9 7 ― ― ―

増減 △ 13 △ 25 △ 18 ― ― ―

計画値 5 5 5 5 6 0

実績値 4 3 2 ― ― ―

増減 △ 1 △ 2 △ 3 ― ― ―

（単位：①日/月　②人）

区分
計画期間

①延べ利用日
数/月

②実利用者数

R3年度の
計画進捗の状況等

延べ利用日数と実利用者数ともに計画値よりも実績値が下回った。保育所等の集団生活
において障害児加配によって支援されているためである。延べ利用日数と実利用者数とも
に前年度と比較して増加している。

発達支援センター

障害のある乳幼児およびその疑いのある乳幼児に対し、発達に応じた運動能力やことば、基本的社会習慣、社会性
等を育てるとともに、保護者の育児についての支援を行います。

②実利用者数

R3年度の
計画進捗の状況等

延べ利用日数と実利用者数ともに計画値よりも実績値が下回った。医療型児童発達支援は市外の
事業所が実施しており、身近な市内にある児童発達支援の事業所において医療的ケアが必要な児
童を受け入れているためである。

発達支援センター

上肢下肢または体幹の機能障害のある子どもに対し、児童発達支援および治療を行います。

（単位：①日/月　②人）

区分
計画期間

①延べ利用日
数/月
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③放課後等デイサービス

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 3,531 4,015 5,028 5,602 6,177
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

実績値 3,842 4,335 4,766 ― ― ―

増減 311 320 △ 262 ― ― ―

計画値 321 365 385 429 473

実績値 297 356 408 ― ― ―

増減 △ 24 △ 9 23 ― ― ―

④保育所（園）等訪問支援

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 14 14 14 16 16
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

実績値 13 16 23 ― ― ―

増減 △ 1 2 9 ― ― ―

計画値 21 22 23 26 26

実績値 20 24 33 ― ― ―

増減 △ 1 2 10 ― ― ―

発達支援センター

就学している障害のある子どもに対し、授業終了後や休業日に生活能力の向上のための訓練や社会交流
を促進する活動等を行います。

（単位：①日/月　②人）

発達支援センター

保育所等の施設に通う障害のある子どもに対し、その施設を訪問して、集団生活に適応するための専門的な支援を
行います。

（単位：①日/月　②人）

区分
計画期間

①延べ利用日
数/月

区分
計画期間

①延べ利用日
数/月

②実利用者数

R3年度の
計画進捗の状況等

延べ利用日数は計画値よりも実績値が下回ったが、実利用者数は上回った。一人あたりの
利用日数が減少したためである。

②実利用者数

R3年度の
計画進捗の状況等

延べ利用日数と実利用者数ともに計画値よりも実績値が上回った。保育所だけでなく小学
校に在籍する児童の利用ニーズもあるため、利用者が増加している。
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⑤居宅訪問型児童発達支援

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

計画値 12 12 2 2 3
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

実績値 1 0 1 ― ― ―

増減 △ 11 △ 12 △ 1 ― ― ―

計画値 6 6 2 2 3

実績値 1 0 1 ― ― ―

増減 △ 5 △ 6 △ 1 ― ― ―

⑥障害児相談支援

担当

¶計画と実績

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

421 467 386 430 474
第3期草津市障害児
福祉計画(令和6～8
年度で定めます。）

298 321 313 ― ― ―

△ 123 △ 146 △ 73 ― ― ―

①延べ利用日
数/月

②実利用者数

R3年度の
計画進捗の状況等

延べ利用日数と実利用者数ともに計画値よりも実績値が下回ったが、おおむね計画通り実
施した。

発達支援センター

通所のために外出することが著しく困難な重症心身障害等の子どもに対して、居宅を訪問し、日常生活にお
ける基本的な動作の指導、知識技能の習得の支援等を行います。

（単位：①日/月　②人）

実績値
（実利用者数）

増減

R3年度の
計画進捗の状況等

計画時よりも実績値が下回った。サービスの利用者に対して障害児相談支援を実施する相
談支援事業所の数が増加していないためである。

発達支援センター

障害児通所支援を利用するすべての障害のある子どもを対象に、サービス利用時に障害児支援利用計画
の策定、サービス等の利用状況の検証と計画の見直し、その他サービス事業所等との連絡調整を行いま
す。

（単位：人）

区分
計画期間

計画時
（実利用者数）

区分
計画期間

6



資料５－２

４．「草津っ子」育み事業

①子育てのしやすさ

担当

¶計画と実績／子育てのしやすさ（アンケート調査の実施）

参考

R1 R2 R3 R4 R5 R6

84.0 85.6 86.2 86.8 87.4 88.0

85.7 87.5 88.7

1.7 1.9 2.5 △ 86.8 △ 87.4 △ 88.0

※「草津市は子育てしやすい所ですか。」の問いに「そう思う／どちらかというとそう思う」と答えた人の割合

R３年度の
計画進捗の状況等 計画通り実施した。

（単位：％）

区分

計画期間

計画値
（満足度）
実績値

（満足度）

増減

子ども・若者政策課

目指す子どもの姿の普及、啓発を通じて、子育てしやすいまちとしての本市の魅力を発信し、子どもを社会全体で育て
るまちの実現を目指します。
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